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サマリー01



サマリー01

労働人口減少

少子化に伴う人口減少の加速により深刻な労働力不足の発生や、消費人口の減少に伴い経済規模も縮小を余儀なくさ
れており政府をはじめ様々な企業が女性と高齢者の活躍推進 の取り組みを始めている。

消費人口減少 内需縮小



サマリー01

子供たちの教育支援活動
NPO法人ふらいおん

お寺で地域の交流を育む
学生団体てらふる茨木

服を作らない服屋
from clothes

古民家再活用学生団体
学生団体Cominia

ポッポ街商店街活性化
むすびCafé

芝浦工業大学公認サークル
空き家改修プロジェクト

アップサイクル/地方創生促進
学生団体CONCERN

岩見沢を元気にするために
学生団体ヒトツナギ

子どもや大人の教育支援
Cafe de 寺子屋

福祉施設にエンタメを
学生団体MARU

多様性を尊重し共生社会を
学生団体コルナム

保護猫TNR活動
おにゃんこたすけ隊

多様な人々の居場所作り
学生団体Inter-fair

若者のリーダーシップを育む
AIESEC JAPAN

フェアトレードネットワーク
NPO法人FTSN関東

SDGｓ推進サークル
近大C.S.S

若者たちが日本全国各地でそれぞれ個別に取り組んでいる様々な「活動」例
地域活性、社会福祉、ジェンダー平等、国際支援、フードロス、アップサイクル、教育支援、貧困問題、音楽活動、学園祭、国際交流、海外留学、部活、障害者支援、地域
情報発信、自己啓発活動、環境保全、エネルギー問題、女性支援、イベント活動、ボランティア、チャリティ、スポーツイベント、就職支援、企業支援、空き家問題、古民
家改修、伝統継承、後継者問題、繁忙期支援、企画・商品開発、フェアトレード、こども食堂、LGBTQ、居場所作り、ワークショップ、政策提言、学生起業事業、など

日本全国各地の高校生や大学生、若者たちが様々な活動に自発的に取り組む一方で、それぞれ個別に活動しているこ
とにより、企業や自治体等との連携を生み出しにくく、「知識、経験、資金」などに課題を抱え、若者たちの社会活
躍が促進されにくく継続性に乏しい状況。

※2022年12月時点
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ミッション01



ミッション02

若者たち同士をツナグ

各地域の子供たちと若者たちをそれ
ぞれを地域や目的で繋ぎそれぞれの
強みを活かし合い若者たち同士の共
創を生みだす。

若者たちを未来へツナグ

課題解決や、目的達成に向けて、世代や
組織を超えた「全体最適」を生みだし、
ひいては一人一人の若者たちのできる選
択肢と可能性を未来へ繋ぐ。

若者たちを社会とツナグ

子供たちや若者たちを地域や企業と
繋ぐことによってそれぞれの強みを
活かし、若者たちと大人たちの共創
を生み出す。

子供たち、若者たちひとりひとりの「できる」選択肢と可能性を広げ、未来へ繋げるために
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仕組み03



3つの特徴03

連携性 -繋がる仕組み

広域性 -実現する仕組み

持続可能性 -未来への仕組み

日本全国の子供たちや若者たちが行っている様々な活動や、それぞれで
感じている課題意識を繋ぐことによって、個々の強みが繋がり合い、活
かし合う。

日本全国の子供たちや若者たちが行っている様々な活動や、個々で感じ
ている課題意識を、全国で繋ぎ地域で繋ぎ、大人たちと繋がることによ
って、共創を実現し子供たち若者たちの目的実現へ繋げる。

繋がる仕組みと実現する仕組みを、持続可能な仕組みとして構築する
ことによって、これからの子供たちや若者たちの「できる」選択肢と
可能性を未来へ向かって繋げ続ける。



繋がる仕組み03

子供たち、若者たちが日本各地で行っている様々な「活動」と繋がりを社会へシェアする

地域

住民

伝統文化

コーディネーター
様々な地域との繋がり

産業

各種団体

企業

人材

流通

サービス

IT

地域メディア

テレビ局

ラジオ曲

ケーブルテレビ

紙媒体

若者/学生団体

サークル

海外交流・支援

ボランティア

ビジネス



推進する仕組み03

東北エリア
コーディネーター

北海道エリア
コーディネーター

関東エリア
コーディネーター

青森

秋田

山形

岩手

宮城

福島

道央

道北

道東

道南

茨城

栃木

群馬

千葉

埼玉

東京

神奈川

東日本統括
オーガナイザー

中日本統括
オーガナイザー

東海エリア
コーディネーター

北信越エリア
コーディネーター

関西エリア
コーディネーター

ステアリング
コミッティー

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

西日本統括
オーガナイザー

四国エリア
コーディネーター

 中国エリア
コーディネーター

九州エリア
コーディネーター

徳島

香川

愛媛

高知

島根

鳥取

岡山

広島

山口

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

U-33

Inter college

Inter high school

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野
和歌山

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良
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運営体制04



日本全国を、３つのセクション（東日本、中日本、西日本）
と９つのエリア（北海道、東北、関東、北信越、東海、関
西、中国、四国、九州）においてコーディネーターを配す
ることによって、各都道府県の若者たちの動向や事例の共
有などをすくい上げ、その情報を収集・データ化し若者全
体でシェアするとともに、日本全国の地域や起業などへも
若者たちをオープンイノベーション化する。

エリア
コーディネーター制度

運営の仕組み04

タスク
コーディネーター制度

地域活性化、社会福祉、グローバル、SDGｓ、イベント、ビ
ジネス、メディア、など若者たちの得意分野や専門分野に
おいて、連携しプロジェクトを推進、若者たちの能力を若
者たち全体でシェアする事に繋がり、若者たちの「できる」
起選択肢と可能性を広げ、企業や地域との連携を行うこと
によって、社会全体で若者たちの活動や事例、能力のシェ
アへと繋げ、社会課題の解決促進に繋がる。



コーディネータ分布04

各地域のコーディネーターたちが地域と全国を繋ぐ

関東エリア統括：船岡佳生

中国エリア統括：伏谷兼太郎

北信越エリア統括：高澤 遼

関西エリア統括：水島恋々

九州エリア統括：萩原 愛

東北エリア統括：菅原宏太

エリアコーディネーター：遠田悠也（道央）、赤井菜
花（道央）

北海道エリア統括：齋藤香暖

四国エリア統括：畠中穂花
エリアコーディネーター：末廣和音（福岡）、宮川智慧
（長崎）、佐保亜都夢（大分）、学生団体叶（大分）、高
瀬千彗（沖縄）

東海エリア統括：薮内龍介

エリアコーディネーター：羽賀優太（山形）、成田 恭
（宮城）、𡈽谷薫輝（宮城）

エリアコーディネーター：畑田 赳（茨城）、福田愛華
（栃木）、小川 廉（埼玉）、安藤匠太（埼玉）、小泉優
子（東京）、生田元慶（東京）、納谷太一（東京）、奥
村泰至（東京）、出野雄大（東京）、三島大毅（東
京）、渡邉すみれ（神奈川）、入江真穂（神奈川）

東エリアコーディネーター：寺本朋矢（静岡）、鹿嶋
心真（愛知）

エリアコーディネーター：野村昇生（滋賀）、太田智
也（京都市）、片桐美海（大阪）、飯田貴将（大阪）、
梶川颯太（兵庫）、中広裕太（兵庫）、辻原ゆかり（兵
庫）水島恋々（兵庫）、光畑瑠夏（奈良）

エリアコーディネーター：遠藤小夏（富山）、和田憲知
（福井）、田中愛咲（長野）

エリアコーディネーター：坂東優穀（島根）、櫻井 紫
（広島）

エリアコーディネーター：香川紘輝（徳島）、豊崎晟永
（愛媛）



若者たちの活動領域04

社会貢献
37.1%

文化系
16.2％

体育系
部活動
13.4％

体育系
10.9％

学園祭
実行委員会
8.9％

地域活性化
28.9%

SDGs
24.0％

自己啓発
17.5％

国際交流
国際支援
15.0％

社会福祉
11.4％

イベント
2.0％

情報発信
1.2％ 北海道

5.2％ 東北
6.3％

関東
10.8％

北信越
10.4％

東海
2.1％関西

24.0%

中国
4.2％

四国
8.3％

九州
20.8％

その他
13.5％
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共創プロジェクト05



官公庁観光再始動プロジェクト

地域活性化共創プロジェクト 地域交流スペースプロジェクト アスリート✕健康増進事業

中日スポーツ交流ツアー 電動自転車サイクルツーリズム JCGチャレンジゴルフツアー 服の循環共創プロジェクト

自治体公共WEEK共同出展アスリート✕地域ブランディング

上野千鶴子トークセッション 砺波市スタディケーションサークルリーダーズサミット 名球会身体障がい者野球教室 大学生対抗ARスポーツ大会

概念実証実施例05

若者たちの活動と社会の活動を繋ぐことによって社会全体の共創プロジェクトを生み出す。



進行中プロジェクト例05

若者たち × 大人たち × 自治体、の共創が日本中で展開中。

富山県 × 若者交流イベント 宮崎県 × 若者交流イベント WCP × 日本全国の若者共創プ
ロジェクト

福岡市町歩きプロジェクト

イベントコミッション 越境ECプロジェクト 海外交流推進プロジェクト 若者たちのオウンドメディア
プロジェクト



準備中のプロジェクト05

若者たちの新しい価値観で創造する未来社会

経済 産業 環境 エネルギー法律 政治 金融 福祉

TSUNAGARU SOCIAL SPACE & TSUNAGARU METAVERSE
世界中の大学で各専門分野を学んでいる学生たちによる

新たな価値観による社会形成のための共同研究スペース＆空間

Proof of Concept

ビジネス

仮想空間内共同
研究プロジェクト

日本全国、世界各地の実
社会における実証実験

世界中の各学部学生と若
者専門家

32歳までの若者共同事業体
METAVERSE



提携、連携、協力、お取引先06

⚫︎自治体、地域関連
東日本エリア：帯広市、函館市、新十津川町、札幌市、釧路市、上川総合振興局、十勝総合振興局、北海道、岩見沢市、上士幌町役場、名寄市役所、旭川市、喜多方市、福島市、秋田市、八戸市、仙
台市、一関市、山形市、北東北三県大阪合同事務所、宮城県、山形県、岩手県、福島県、富岡町、秋田県、青森県、蔵王町、裏磐梯観光協会、北塩原村、日高市、飯能市、千代田区、鎌倉市、藤沢
市、宇都宮市、鹿沼市、埼玉県、群馬県、川崎市、那須町、栃木県、茨城県、南房総市、渋谷区
中日本エリア：新潟県、新潟市、村上市、阿賀町、川村役場、山梨県、金沢市、福井県、富山県、石川県、長野県、氷見市、砺波市、北杜市、志賀町、長野市、南知多町、名古屋市、豊橋市、大垣
市、春日井市、豊田市、静岡県、富士市、静岡市、浜松・浜名湖ツーリズムビューロ、一般社団法人志摩市観光協会、志摩市、三重県、京都市、伊丹市、大和郡山市、奈良県橿原市観光協会、一般社
団法人南紀串本観光協会、宮津市、三田市、南あわじ市、松原市、長浜市、茨木市、一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社天橋立地域本部、みなべ町役場、串本町
西日本エリア：岡山市、益田市、浜田市、東広島市、山口市、広島県、島根県大阪事務所、瀬戸内市、山口県、岡山県、鳥取県、伯耆町、日高村、吉野川市、松山市、一般社団法人高知県東部観光協
議会、公益財団法人高知県産業振興センター、徳島県、香川県、高知県、鳴門市、芸西村、高知市役所、一般社団法人四国ツーリズム創造機構、今治市、愛媛県、丸亀市役所、善通寺市、唐津市、島
原市、厳木町、長崎県、大分市、大分県、北九州市、名護市、佐伯市、日出町、杵築市、竹田市、沖縄県、那覇市、高原町、高原町観光協会、宮崎県、熊本県、福岡県、鹿児島県、霧島市、長崎市、
五島市、読谷村、熊本市、中間市、福岡市

⚫︎企業・団体
株式会社VECTRIX JAPAN、株式会社JEPLANE、株式会社エンセス、株式会社Uプロジェクト、株式会社alphaspace、株式会社コンサイズ、AMAX、日本生活協同組合連合会、株式会社よしもとエリアアク

ション、一般社団法人日本プロ野球外国人OB選手会、メディアラグ株式会社、東京ヴェルディ株式会社、株式会社meleap、株式会社playable、Molkky Mania、株式会社White Crow、株式会社東急、株

式会社パソナ、株式会社ウォーターネット、公益社団法人日本野球振興会、株式会社神戸新聞事業社、株式会社ビートル、株式会社クリエイトアソシエイツ、株式会社フォリウム、テレビ長崎株式会社、

株式会社FM長崎、財団法人関西経済連合会、一般社団法人大阪青年会議所、全国農業組合連合会、日本生活協同組合連合会、東都生協共同組合、一般社団法人プロ野球名球会、一般社団法人アスリート

の羅針盤、一般社団法人日本チャレンジゴルフツアー協会、テレビ長崎株式会社、エフエム長崎株式会社、株式会社バシットエンタテインメント、株式会社m-lab、株式会社アウル株式会社日本再生シス

テム、合同会社シナリオ、スポーツクラブNAS株式会社、ダイワロイヤルゴルフ株式会社、吉本興業株式会社、株式会社吉本クリエイティブエージェンシー、株式会社阪急交通社、株式会社神姫トラベ

ル、株式会社スポーツワン、株式会社ブースト、Sansan株式会社、アクロスロード株式会社、株式会社NTT e-Sports、RX Japan株式会社、株式会社新東通信、株式会社デイリースポーツ案内広告社、オ

リックス野球クラブ株式会社、株式会社楽天野球団、福岡ソフトバンクホークス株式会社、株式会社APITEC、株式会社ジュントス、渋谷スクランブルスクエア株式会社、株式会社東京ドームシティ、株

式会社大阪シティドーム、株式会社東京スタジアム、SAPPORO Incubation Hub DRIVE、Howlive、Plug and Play Shibuya、CASHIME、他



沿革06

2020年
　12月：株式会社ネオ倶楽部におけるSDGs推進事業として「YOUTH CONSORTIUM PROJECT」設立準備室設立
2021年
　1月：全国の大学生、高校生団体を中心にオンラインによる聞き取り調査開始
2022年
　4月：全国２４ヶ所の自治体への対面による聞き取り調査開始
2022年
　11月：大人の共創共同事業体設立準備開始
　TUGBOAT（西宮市）並びに株式会社alphaspace（渋谷区）との事業提携協議開始
2023年
　3月：TUGBOAT並びに株式会社alphaspaceとの事業提携合意
　4月：YOUTH CONSORIUM PROJECT推進委員会並びに大人の共創助同事業体実行委員会設立準備開始
　5月：WORLD CONNECT PROJECTとの事業提携について協議開始
　6月：YOUTH CONSORTIUM PROJECT推進委員会並びに大人の共創共同事業体実行委員会設立準備完了
　7月：株式会社ネオ倶楽部よりYOUTH CONSORIUM PROJECTを独立事業として事業継承するために、運営会社合同会社SHARBEを設立し同社への事業譲渡を実施
　8月：スポーツを通じて地域の活性化並びに労働人口減少問題に取り組むための概念実証として「中日スポーツ交流プロジェクト」を、株式会社東宏トレーディング並びに奈良　
県橿原市、大阪府松原市、大阪府守口市と連携し実施
2024年
　4月：YOUTH CONSORTIUM PROJECTと大人の競争強度事業体の共創事業として、TSUNAGARU NIPPON PROJECT、を両事業体とともに正式運用開始



07
フローとお問い合わせ

世代と地域のギャップを超えた持続可能な共創をオーガナイズ
いたします。

07



フロー07

事務局へお問い合わせ プロジェクトに参加する
プロジェクトを立ち上げるオンライン顔合わせ 332211

気になるプロジェクトや、
団体活動への連携などお気
軽にお問い合わせください

ご相談内容に沿って、各担
当者をお繋ぎし共創を生み

出していきます。

プロジェクトの詳細や連携
内容など、オンラインでお
話しさせていただきます。



お問い合わせ07

お気軽にお問い合わせください。
TSUNAGARU NIPPON PROJECT 事務局

 050-7110-7460
 webmaster@youth-consortium.jp 

web facebook twitter instagram


